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新たな日本語の広がり 
 

国際交流基金マドリード日本文化センター 
平川 俊助 

                      
 昨年の記事では、2021 年の「海外日本語教育機関調査」の結果を基に、日本語学習者数が 10%、
機関数が 12%、教師数では約 25%の増加を報告し、スペインにおける日本語教育の広がりについ
て紹介しました。この 2023 年では中等教育、一般成人教育、高等教育と、様々な機関で新たに日
本語が開講され、その勢いを現場で強く実感する 1 年となりました。 
 今回のレポートでは、この 1 年間に見られた日本語開講の様子を紹介します。 
 
スペイン初の中等教育における日本語導入 
 まず、注目すべきは中等教育での日本語の導入です。 

2021年秋、カタルーニャ州フィゲレスの公立中等教育機関で試験的に開始された日本語は、2023
年 9 月から同州内 5 校での正式導入に拡大し、中高生の日本への関心の高まりを反映しました。
国際交流基金マドリード日本文化センター（以下、JFMD）では、スペインで初となる中等教育で
の本格的な日本語開講を盛り上げるため、10 月にモンサラット・ロイジ校で記念式典を開催し、
和太鼓グループを招いて生徒向けワークショップを実施しました。当日の会場には在バルセロナ総
領事、市長、市議会議員、州政府教育庁関係者ら 60 名以上が参加し、新しい日本語コースの開始
を祝いました。この様子はスペインの全国紙やテレビ局、さらには朝日新聞や共同通信社による配
信でも取り上げられ、大きな反響がありました。 
 これまで大学や成人教育での学習者が中心だったスペインの日本語教育において、今後は中高生
への広がりが期待できます。 

 
カタルーニャ州中等教育での式典 和太鼓ワークショップを楽しむ日本語の生徒たち 

https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/teach/dispatch/voice/voice/seiou/spain/2023/report04.html
https://www.asahi.com/articles/ASRCQ577LRBZUHBI02H.html
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一般市民へのさらなる広がり 
 学校以外の教育機関でも日本語開講が相次ぎました。スペイン全土に展開する公立の語学学校
「Escuela Oficial de Idiomas」(以下、EOI)では、2023 年秋にアルカラ・デ・エナーレス校、モス
トレス校、サン・ロレンソ・デ・エル・エスコリアル校、バレアレス諸島のパルマ・デ・マヨルカ
校の 4 校で新たに日本語講座が始まりました。 
 マドリード近郊のエル・エスコリアル校では、日本語学科開講を記念した式典「日本週間」が開
催されました。式典には駐スペイン日本大使が参列するなど大規模なイベントとなり、1 週間にわ
たり生け花や弓道のデモンストレーション、折り紙や墨絵のワークショップが催されました。
JFMD では日本語・日本文化紹介の一環として風呂敷ワークショップを開き、地域住民との交流を
図りました。会場は立ち見が出る程の盛況ぶりで、日本への関心の高さに驚かされました。なお、
この式典は、世界遺産のエル・エスコリアル修道院に隣接した会場で行われ、1584 年に天正遣欧
少年使節団が国王に招かれてここに宿泊したという歴史的な繋がりを思い起こさせました。  
 EOI は各自治州が運営し、受講料が手頃で 14 歳以上の誰もが語学を学べる場です。こうした機
関での日本語開講は、スペイン国内における日本語の浸透を大きく後押ししています。EOIでの広
がりにより、今後も日本語がより一般市民に身近になっていくでしょう。 
 
大学語学センターでの日本語開講 
 大学でも日本語開講の動きがありました。スペインの高等教育では東アジア研究や通訳翻訳の学
士・修士課程で日本語が専攻されていますが、大学付属の語学センターでも日本語が開講されてい
ます。23 年秋から、カナリア諸島州ラ・ラグーナ大学、アンダルシア州カディス大学にて新規開
講されました。また、この数年間は閉講していたバルセロナ大学の語学センターでも再開されまし
た。 

 スペイン本土から約 1,100km 南西に位置するカナリ
ア諸島のラ・ラグーナ大学では、2023 年秋に日本語コ
ース開講を機に JFMDと協力協定を締結しました。2024
年 3月の同地区日本文化週間に合わせて協定調印式が行
われ、着物、茶道、生け花の伝統文化ワークショップ、
武道デモンストレーション、日本食ワークショップが開
かれ、地元メディアにも大きく取り上げられました。 
 この協定により、日本語事業のみならず、日本文化芸
術や日本研究などでの連携が可能になりました。様々な
視点からの日本を提供し、より多くの人々に、日本語に
関心を持ってもらうことを目指します。   
 

 
大盛況の風呂敷ワークショップ 
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このように 2023 年のスペインは、中等教育、一般成人教育、高等教育と、様々な層で日本語へ
の関心の高まりが現れた結果となりました。JFMD では新規開講を記念した式典や学習者奨励活動
を重ね、教師や学習者だけでなく、教育庁の関係者や地域住民との交流も生まれました。ここで築
かれたつながりを活かし、来年も嬉しいレポートができるよう様々な形での支援を続けていきます。 

 
以上 


